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　　　　厳しい経済情勢が続く中，職業生活等において，強い不安，ストレス等を感　　じる労働者は多く，メンタルヘルス上の理由により連続１か月以上休業し，又　　は退職した労働者がいる事業場は厚生労働省の「労働安全衛生特別調査」によ　　ると平成２２年７.３％，平成２３年９.０％と年々増加しています。　　　また，当圏域における自殺者数は，平成１０年に急増して以来，毎年１００　　人を超す状況が続いており，特に４０歳代から５０歳代の働き盛りの年代の自　　殺が最も多くなっています。　　　今回，勤労者世代に対するより効果的な支援方法等を検討することを目的に，　　圏域内の事業所（従業員数２０人～３００人）の従業員約１,５００人を対象に　　ストレス対処法や，うつ病や社会資源に関する認知度等について実態調査を行　　いました。　　　調査結果からは，特に中高年男性は，ストレスやメンタルヘルスの不調を感　　じても，誰にも相談できずに問題を抱え込みがちであることや，全般的にうつ　　病に関する知識や医療機関や地域の社会資源情報についても，十分に周知され　　ていないこと等，様々な課題を読み取ることができました。　　　国の第１２次労働災害防止計画（平成２５年～２９年）においては，「誰も　　が安心して健康に働くことができる社会」を目指しており，「メンタルヘルス　　対策」は，引き続き取組むべき重点施策の一つとして掲げられています。　　　多くの自殺の背景には，うつ病などの精神疾患が関与しているとされており　　この調査結果をもとに，当圏域内の地域保健と職域保健が一層の連携を図り，　　職場におけるメンタルヘルス対策のさらなる推進がなされるよう，今後とも，　　取組んで参りたいと考えています。　　　今回の調査に当たり，大変お忙しい中，御協力いただきました事業所並びに　　事業所従業員の方々，関係機関の皆様方に厚くお礼を申し上げます。         平成２５年３月 福山・府中地域保健対策協議会健 康 増 進 計 画 委 員 会 うつ・自殺対策医療連携協議会会　　長　　　森 木  康 之

は じ め に





　Ⅰ　調査の概要 １　Ⅱ　調査結果 ２　　１　回答者の属性 ２　　（１）　性別　　（２）　年代別　　（３）　事業所の所在地　　（４）　業種　　（５）　事業所の従業員数　　（６）　職種　　２　悩みやストレスに関すること ５　　（１）　不満・悩み・苦労・ストレスの有無　　（２）　不満・悩み・苦労・ストレスの原因　　（３）　悩みを相談したり助けを求めることへのためらい　　（４）　悩みやつらい気持ちの相談相手の有無　　（５）　悩みやつらい気持ちの相談相手　　（６）　うつ症状を有する者　　（７）　ストレス解消法　　３　うつに関する意識 １６　　（１）　うつ病の症状に関する知識　　（２）　うつ病の治療及び対処に関する知識　　（３）　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めるか　　（４）　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めない理由　　（５）　自分自身の「うつ病」等のサインに気付いたときの受診行動　　（６）　自分自身の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関に受診しない理由　　４　地域の社会資源の認知度 ２０　　（１）　精神的な不調等について相談できる「職場の相談窓口」の有無　　（２）　精神的な不調等について相談できる「職場の担当者」の有無　　（３）　精神的な不調等について相談できる「市町のこころの健康相談」の認知度　　（４）　精神的な不調等を感じたときに受診できる医療機関の認知度　　（５）　精神的な不調等を感じたときに受診できる医療機関種別の認知度（種別）　　（６）　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関　　（７）　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関を決める理由　Ⅲ　調査結果の考察と今後の取組 ２６　　１　考察　　２　今後の取組　Ⅳ　付属資料 ３３　　１　集計表　　２　調査票　　３　平成２４年度「うつ・自殺対策医療連携研修会及び実態調査報告会」開催状況　健康増進計画委員会　うつ・自殺対策医療連携協議会委員名簿
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　　　　ⅠⅠⅠⅠ　　　　調査調査調査調査のののの概要概要概要概要　 　　 　　 　　 　１１１１　　　　調査目的調査目的調査目的調査目的　　　　  　     平成18年に自殺対策基本法が施行され，福山・府中二次保健医療圏域（以下，「圏域」とい　   　う。）内においても様々な取り組みがなされてきたが，まだ十分な効果が上がっているとは言　   　いがたい状況であり，特に自殺のハイリスク集団とされている40歳代から50歳代の勤労者を中　   　心としたうつ病に対する認知度や対処行動等について実態を把握し，今後の施策の参考とする　     ため，圏域内の事業所従業員を対象に調査を実施した。 　 　　 　　 　　 　２２２２　　　　調査方法調査方法調査方法調査方法　　　　  　　   （１）　調査地域　　福山・府中圏域（福山市・府中市・神石高原町）  　     （２）　調査対象　　協力可能な事業所従業員(※１)  　     （３）　調査数　　　1,536人  　     （４）　実施方法　　無記名自記式調査　　協力可能な事業所を通じて従業員に配付　　　  　    　　　　　　　　　　 封筒による密封回収（事業所ごと）  　     （５）　調査期間　　平成２４年９月５日～９月３０日　 　　 　　 　　 　３３３３　　　　調査項目調査項目調査項目調査項目　　　　  　     （１）　悩みやストレスに関すること  　     （２）　うつに関する意識  　     （３）　地域の社会資源に関すること　 　　 　　 　　 　４４４４　　　　回収結果回収結果回収結果回収結果　　　　  　      有効回収数（率）   1,203人（78.3％）　　　　　　　　　※１　協力可能な事業所従業員の選定方法　　　　　１　圏域内の事業所を，従業員規模別及び市町別に分類した上で，次の条件で無作為抽出を実施　　　　 従業員数 計 20～50人未満 50～100人 101～200人 201～300人 抽出目安人数計 18 7 6 3 2 1,100～2,200人福山市 8 3 3 1 1   500～1,000人府中市 6 2 2 1 1 400～800人神石高原町 4 2 1 1 0 200～400人●事業所の基データーは，圏域内の商工会議所及び商工会の協力を得て入手した。●ただし，神石高原町については，商工会が調査協力を依頼し了解が得られた事業所とした。　　　　　２　抽出した事業所を個別に訪問し，調査の趣旨及び目的，実施方法等について説明し，調査の　　　　　　　　　　協力について承諾が得られた事業所の全従業員を調査対象者とした。　 　　 　　 　　 　５５５５　　　　報告書報告書報告書報告書のののの見方見方見方見方　　　　  　     （１）　集計は小数点以下第2位を四捨五入しているため，回答比率の合計は100％に  　     　　　ならない場合がある。  　     （２）　「Ｎ」は全対象者数を示す。  　     （３）　図中の選択肢標記は，語句を短縮・簡略化している場合がある。
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　　　　ⅡⅡⅡⅡ　　　　調査結果調査結果調査結果調査結果　 　　 　　 　　 　１１１１　　　　回答者回答者回答者回答者のののの属性属性属性属性　　　　　　　　　　　　　（１）　性別【全体】　○ 性別については，「男性」が57.4％，「女性」が42.3％で，概ね６:４の割合　　で男性が多い。
　　　　　（２）　年代別【全体】　○ 年代別では，「30歳代」が23.9％，「50歳代」22.6％，「40歳代」20.8％と　　ほぼ同数で，次いで「20歳代」19.1％，「60歳以上」12.0％となっている。　　「20歳未満」1.1％となっている。

【性別】　○ 年代別における男女の割合は，「20歳代」で，男性が47.4％，女性が52.6％と　　女性がやや多いが，その他の年代ではすべて，男性がやや多い。

図１　性別 無回答0.3% 男性57.4%女性42.3%
全体（N=1,203）

図２　年代別
1.1 19.1 23.9 20.8 22.6 12 0.60% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(N=1,203)凡例 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 無回答

図３　年齢別男女比
61.5 47.4 65.5 59 53.7 61.138.5 52.6 34.5 41 46.3 38.9

0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%
20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

女性（n=509）男性（n=690）
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　　　　　（３）　事業所の所在地【全体】　○ 事業所所在地では，「府中市」が42.7％（514人）と最も多く，次いで「福山市」　　35.3％（425人），「神石高原町」21.5％（259人）となっている。

　　　　　（４）　業種【全体】　○ 業種別では，「製造業」が509人（42.3％）と最も多く，次いで「医療・福祉」　　328人（27.3％）となっている。図５　業種

0100200300400500600

建設業 製造業 電気･ガス･熱供給・水道業
情報通信業 運輸･郵便業　 卸売業，小売業 金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業　
宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業
医療，福祉 教育，学習支援業　

複合サービス業 サービス業（他に分類されない）　
その他 無回答

509 単位：人
55

328
60 72 2 25 13 29 8 5 84 7 6

全体（N=1,203）図５　業種

0100200300400500600

建設業 製造業 電気･ガス･熱供給・水道業
情報通信業 運輸･郵便業　 卸売業，小売業 金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業　
宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業
医療，福祉 教育，学習支援業　

複合サービス業 サービス業（他に分類されない）　
その他 無回答

509 単位：人
55

328
60 72 2 25 13 29 8 5 84 7 6

全体（N=1,203）

図４　事業所所在地
35.3 42.7 21.5 0.40% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%事業所所在地凡例 福山市 府中市 神石高原町 無回答全体（N=1,203）
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　　　　　（５）　事業所の従業員数【全体】　○ 従業員数は，「20～50人未満」が34.8％と最も多く，次いで「50～100人」が　　27.8％，「101～200人」が27.0％，「201～300人」が2.1％となっている（※2）。　　「その他」については20人未満の事業所との回答であった。　※2　対象選定の段階では「201～300人」の事業所を２か所選定したが，事業所が複数の支店等に　　分かれている場合，支店等の従業員数が選択され，「201～300人」の事業所を選択した者が少な    くなった。

　　　　　（６）　職種【全体】　○ 職種については，「生産労務職」が404人（33.6％）と最も多く，次いで「販売・　　サービス職」が195人（16.2％），「専門技術職」が160人（13.3％），「管理職」　　が104人（8.6％），「一般事務職」が99人（8.2％）の順となっている。　　「その他」については，介護職，支援員，運送業等の記載が多かった。

図６　従業員数 無回答1.0%201～300人2.1% その他7.3%101～200人27.0% 50～100人27.8%
20～50人未満34.8% 全体（N=1,203）

図７　職種
050100150200250300350400450

生産労務職 販売・サービス職
専門技術職 管理職 一般事務職 その他 無回答

404 195 160 104 99 226 15
単位：人全体（N=1,203）
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　 　　 　　 　　 　２２２２　　　　悩悩悩悩みやみやみやみやストレスストレスストレスストレスにににに関関関関することすることすることすること　　　　　　　　　　　　　（１）　不満・悩み・苦労・ストレスの有無【全体】　○ この１か月間の日常生活における，不満・悩み・苦労・ストレスの有無では，　 「大いにある」が19.5％，「多少ある」が47.5％で，両者をあわせた『ある』は　 67.0％(806人)となっている。
【性別】　○ 性別でみると，『ある』と答えた者の割合が男性では61.7％，女性では74.3％　　と女性のほうがストレス等を感じている者が多い。

【年代別】　○ 年代別では，『ある』と答えた者の割合は，20歳代から50歳代で高く，20歳未　　満と60歳以上で低くなっている。

図８　日常生活での不満，悩み，苦労，ストレスの有無
多少ある47.5%

大いにある19.5%無回答3.0%全くない4.1%あまりない25.9% 全体（N＝1,203）

図10　不満・悩み・苦労・ストレスの有無（年代別）

6.9 17.322.424.021.7
35.4 52.248.446.351.338.5

41.0 22.825.623.722.246.2
1.63.13.5
3.711.1

7.7
7.6 1.32.82.04.05.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%60歳以上（n=144）50－59歳（n=272）40－49歳（n=250）30－39歳（n=287）20－29歳（n=230）20歳未満（n=13）凡例 あまりない 全くない多少ある大いにある 無回答

図９　不満・悩み・苦労・ストレスの有無（性別）
22.817.1 44.6 51.5 29.4 21.2 5.91.6 2.92.90% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 多少ある大いにある あまりない 全くない 無回答
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　　　　　（２）　不満・悩み・苦労・ストレスの原因【全体】　○ ストレス等の原因については，「勤務問題」が最も多く，ストレスが『ある』　　と回答した806人中585人（72.6％）であり，次いで，「家庭問題」295人（36.6％），    「健康問題」が201人（24.9％），　「経済生活問題」が198人（24.6％），　　「男女問題」86人（10.7％）の順となっている。

【性別】　○ 性別では，男女とも「勤務問題」が占める割合が最も多く，「家庭問題」は　　女性の方が占める割合が多く，「経済生活問題」は男性の方が多くなっている。

【年代別】　○ 年代別では「健康問題」において，50歳代，60歳以上が他の年代より高く　　なっている。図13　不満･悩み･苦労･ストレスの原因（年代別）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%その他男女問題経済生活問題健康問題家庭問題勤務問題 20歳未満（ｎ=5）20-29歳（ｎ=168）30-39歳（ｎ=202）40-49歳（ｎ=177）50-59歳（ｎ=189）60歳以上（ｎ=61）
《複数回答》

0 100 200 300 400 500 600
勤務問題家庭問題健康問題経済生活問題男女問題その他

図11　不満・悩み・苦労・ストレスの原因 585（72.6)295（36.6）201（24.9）198（24.6）86（10.7）32（4.0）
n=806　 単位：人（％）1人当たり回答数：1.7

《複数回答》
図12　不満・悩み･苦労･ストレスの原因（性別） 70.142.925.418.310.83.7

74.931.024.6 30.310.64.20% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%その他男女問題経済生活問題健康問題家庭問題勤務問題 男性（ｎ=426）女性（ｎ=378）
《複数回答》
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　　　　　（３）　悩みを相談したり助けを求めることへのためらい【全体】　○ 悩みを抱えたときやストレスを感じたときに，誰かに相談したり，助けを求めた　　りすることにためらいを感じるかとの質問に対し，「そう思う」と答えた者が，　　11.1％，「どちらかというとそう思う」が31.6％で，両者をあわせた『そう思う』　　は42.7％だった。一方，「そう思わない」は29.3％，「どちらかというとそう思わ　　ない」は20.0％で，両者をあわせた『そう思わない』は49.3％だった。

【性別】　○ 性別では，『そう思う』は男性が47.2％と多く，『そう思わない』は女性が57.4％　　と多く回答していた。

【年代別】　○ 年代別では，50歳代が「そう思う」14.7％，「どちらかというとそう思う」35.7％　　と他の年代よりも『そう思う』と回答した人が多かった。

図15　悩みやストレスの相談にためらいを感じるか（性別）
12.98.6 34.327.9 17.823.0 25.734.4 5.92.9 0.91.80% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 どちらかというとそう思うそう思う そう思わないどちらかというとそう思わない わからない 無回答

図16　悩みやストレスの相談にためらいを感じるか（年代別）
11.37.710.89.214.78.3

30.832.625.832.8 35.731.3
30.817.821.619.2 20.220.1

7.731.733.831.6 22.428.5 6.9 2.64.84.94.315.4
7.7 2.62.44.03.32.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%60歳以上（n=144）50－59歳（n=272）40－49歳（n=250）30－39歳（n=287）20－29歳（n=230）20歳未満（n=13）凡例 わからないどちらかというとそう思うそう思う そう思わないどちらかというとそう思わない 無回答

図14　悩みやストレスの相談にためらいを感じるか そう思う11.1%わからない4.7% 無回答3.3% 全体（N＝1,203）
どちらかというとそう思う　　　31.6%どちらかというとそうは思わない　20.0%

そう思わない　29.3%
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　○ 悩みやストレスの相談にためらいを感じる（「そう思う」「どちらかというとそう　　思う」）と回答した者について，性別及び年代別で見ると，50歳代の男性が60.0％　　と最も多く，次いで40歳代51.0％となっている。

【職種別】　○ 職種別では，「そう思う」と回答した者は専門技術職が13.8％と最も多く，「そう　　思う」と「どちらかというとそう思う」をあわせた『そう思う』と回答した者は，　　管理職にやや多かった。
39.8 60.051.039.942.2 50.0

39.339.228.430.3 45.520.00% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%20歳未満20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60歳以上

男性女性
図17　悩みやストレスの相談にためらいを感じる(｢そう思う」「どちらかというとそう思う｣)　【性別×年代】

図18　悩みやストレスの相談にためらいを感じるか（職種別）
8.113.810.912.310.611.1

27.3 31.332.432.840.427.9
27.316.320.820.0 20.218.1 33.6 23.130.324.533.134.3

3.53.82.67.93.12.0
5.81.92.13.52.51.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%その他（ｎ＝２２６）管理職（ｎ＝１０４）販売・サービス職（ｎ＝１９５）生産労務職（ｎ＝404）専門技術職（ｎ＝160）一般事務職（ｎ＝99）凡例 そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そうは思わない 無回答わからない
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　　　　　（４）　悩みやつらい気持ちの相談相手の有無【全体】　○ 悩みやつらい気持ちを受け止め耳を傾けてくれる人の有無については，「いる」　  と回答した者が70.0％で，「いない」と回答した者は9.7％だった。

【性別】　○ 性別でみると，「いる」と答えた者の割合が男性では61.9％，女性では81.3％，　　一方，「いない」と回答した者の割合は，男性が14.1％，女性が3.7％と，女性　　に比べて男性の方が，悩みやつらい気持ちを相談できる相手が少ない。

【年代別】　○ 年代別では，「いる」と答えた者の割合が，40歳代で67.6％，50歳代で62.1％　　と他の年代に比べて低くなっている。

図19　悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人の有無
いない9.7% いる70.0%

無回答4.6%わからない15.7% 全体（N＝1,203）

いる いない わからない 無回答図20　悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人の有無（性別）
61.9 81.3 14.1 3.720.39.4 3.85.50% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 いる いない わからない 無回答

図21　悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人の有無（年代別）76.977.071.467.662.1 76.4
5.77.310.016.5 8.3

15.414.317.817.615.49.7
7.7 3.03.54.85.95.60% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%60歳以上（n=144）50－59歳（n=272）40－49歳（n=250）30－39歳（n=287）20－29歳（n=230）20歳未満（n=13）凡例 いる いない わからない 無回答
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　○ 悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人が「いる」又は「いない」と回答した　　者について，性別及び年代別で見ると，50歳代の男性において「いる」とした者が　　最も少なく，「いない」とした者が最も多かった。

【職種別】　○ 職種別では，「いない」と回答した者は管理職が12.5％と最も多く，次いで生産　　労務職12.1%の順だった。

図22　悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人の有無　【性別×年代】

70.5 48.362.663.369.775.0

85.7 78.475.586.983.580.0 0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100% 20歳未満20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60歳以上 13.6 25.512.910.18.30.0

0.0 6.44.92.03.30.00% 10% 20% 30% 40% 50%20歳未満20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60歳以上

男性女性 「「「「いないいないいないいない」」」」「「「「いるいるいるいる」」」」

図23 悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人の有無（職種別）

75.264.471.364.4 78.174.7
9.712.5 9.212.1 5.05.1

8.818.315.918.612.519.2
6.24.8 3.65.04.4 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%その他（ｎ＝２２６）管理職（ｎ＝１０４）販売・サービス職（ｎ＝１９５）生産労務職（ｎ＝404）専門技術職（ｎ＝160）一般事務職（ｎ＝99）凡例 いる いない わからない 無回答
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　　　　　（５）　悩みやつらい気持ちの相談相手【全体】　○ 悩みやつらい気持ちの相談相手としては，「同居親族（家族）」が66.0％と最も　　多く，次いで，「友人」52.3％，「職場の同僚」42.2％，「同居以外の親族」20.9％,　　「近所の知人」3.2％の順となっている。

【性別】　○ 性別では，男女とも「同居親族」が最も多いが，女性は「同居親族」のみでなく　 「友人」や「職場の同僚」「同居以外の親族」など，複数の相談相手を持っている　 のに対し，男性は「同居親族」以外の相談相手を持つ者が少ない。

【年代別】　○ 年代別では，20歳未満をのぞくと，年代が高くなるほど「同居親族」が占める割　　合が高く「友人」が占める割合が少なくなっている。

図25　悩みやつらい気持ちの相談相手（性別）
3.12.4 28.5 47.8 61.464.0
2.84.0 13.6 36.543.6 68.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%その他近所の知人 等同居以外の親族職場の同僚 等友人同居親族（家族） 男性（ｎ=427）女性（ｎ=414）《複数回答》
1人当たり回答数 　男性　 1.7　 女性 　2.1

図26　悩みやつらい気持ちの相談相手(年代別)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%その他近所の知人 等同居以外の親族職場の同僚 等友人同居親族（家族） 20歳未満（ｎ=10）20-29歳（ｎ=177）30-39歳（ｎ=205）40-49歳（ｎ=169）50-59歳（ｎ=169）60歳以上（ｎ=110）《複数回答》

3.03.2 20.9 42.2 52.3 66.0
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同居親族（家族）友人職場の同僚 等同居以外の親族近所の知人 等その他
図24　悩みやつらい気持ちの相談相手 1人当たり回答数：1.9

《複数回答》3.03.2 20.9 42.2 52.3 66.0
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

同居親族（家族）友人職場の同僚 等同居以外の親族近所の知人 等その他
図24　悩みやつらい気持ちの相談相手 1人当たり回答数：1.9

《複数回答》
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　　　　　（６）　うつ症状を有する者【全体】　○ 米国精神医学会の診断基準（ＤＳＭ－Ⅳ－ＴＲ）(※３)による９項目の症状が２　　週間以上続いているかという質問に対し，「疲れた感じがする又は気力がない」と　　回答した者は33.5％，「眠れない又はいつも眠い」20.3％，「食欲がない又は食べ　　過ぎる」15.8％の順に多く，９項目中では身体症状が占める割合が多かった。　○ 「気分が落ち込み憂うつな気持ちになる」と「物事への興味が湧かず，何事も楽し　　めない」のいずれか１つ又は両方を含み，９項目中５項目以上回答した者は，1,203　　　人中79人（6.4％）だった。また，79人のうち８項目に回答した者は４人（0.3％）　　９項目すべてに回答した者は３人（0.2％）だった。

【性別】　○ 性別では，大きな差異はみられなかった。図28　うつ症状を有する者（性別） 34.520.014.214.511.210.911.39.64.6

32.420.618.117.316.112.69.810.65.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%疲れた感じがする眠れない又はいつも眠い食欲がない又は食べ過ぎる気分が落ち込み憂うつな気持ちイライラして落ち着かない自分には価値がないと感じる物事への興味が湧かない物事を決められない生きていても仕方がないと感じる　
男性（ｎ=690)女性（ｎ=509)

《複数回答》

4.8% 10.1%10.8%11.6%13.2% 15.7%15.8% 20.3% 33.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

疲れた感じがする眠れない又はいつも眠い食欲がない又は食べ過ぎる気分が落ち込み憂うつな気持ちイライラして落ち着かない自分には価値がないと感じる物事への興味が湧かない物事を決められない生きていても仕方がないと感じる　

図27 うつ症状を有する者 全体（N＝1,203）403人244人190人189人159人140人130人122人58人 《複数回答》
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【年代別】　○ 年代別では，「眠れない又はいつも眠い」と回答した者は，20歳代26.5％と最も　　多く，次いで50歳代が23.5％と多く回答していた。　○ また，「自分には価値がない又は周囲に迷惑をかけていると感じる」と回答した　　者は，20歳未満が30.8％，20歳代が18.3％と多く，次いで50歳代が12.5％と他の年　　代より多く回答していた。　○ 60歳以上は，ほとんどの項目において，他の年代より症状があるとした者の割合　　が少なかった。

《複数回答》 （※３）　米国精神医学会の診断基準（ＤＳＭ－Ⅳ－ＴＲ）による大うつ病エピソード基準　　　　以下の症状のうち，少なくとも1つがある。　　　　○抑うつ気分　　　　○興味又は喜びの消失　　　　さらに，以下の症状をあわせて，合計で５つ（又はそれ以上）が認められる。　　　　○食欲の減退あるいは増加，体重の減少あるいは増加　　　　○不眠あるいは睡眠過多　　　　○精神運動性の焦燥又は制止（沈滞）　　　　○易疲労感又は気力の減退　　　　○無価値感又は過剰（不適切）な罪責感　　　　○思考力や集中力の減退又は決断困難　　　　○死についての反復思考，自殺念慮，自殺企図　　　　これらの症状が，ほとんど1日中，ほとんど毎日あり，2週間にわたっている。　　　症状のために著しい苦痛又は社会的，職業的，又は他の重要な領域における機能の障害をひき　　おこしている。　　　これらの症状は，一般身体疾患や物質（薬物やアルコールなど）では説明できない。

図29　うつ症状を有する者（年代別）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%生きていても仕方がないと感じる　物事を決められない物事への興味が湧かない自分には価値がないと感じるイライラして落ち着かない気分が落ち込み憂うつな気持ち食欲がない又は食べ過ぎる眠れない又はいつも眠い疲れた感じがする 20歳未満（n=13）20－29歳（n=230）30－39歳（n=287）40－49歳（n=250）50－59歳（n=272）60歳以上（n=144）
《複数回答》
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　　　　　（７）　ストレス解消法【全体】　○ ストレスの解消法としては，「寝る」を選択した者が41.1％で最も多く，次　  いで「人と話す」34.5％，「酒などを飲む」33.4％，「趣味などに打ち込む」　  32.8％，「買い物」31.3％の順で，１人当たりの選択数は3.1となっている。

【性別】　○ 男女で比較すると，女性の方が特に多いのは「人と話す」「買い物」「食べる」　　で，男性の２倍以上の割合で選択しており，一方，男性の方が女性より特に多い　　のは「酒などを飲む」「趣味に打ち込む」「運動する」「賭けごと」となっている。

図30　ストレス解消法
05101520253035404550

寝る 人と話す 酒などを飲む 趣味に打ち込む 買い物 食べる ゴロゴロする　 外出（旅行等）する　
運動する 音楽を聴く 賭けごと　 その他

34.5 33.4 32.8 31.331.3 29.2 26.1 24.3 20.5 19.1 9.3 6.2
《複数回答》

N=1,203平均選択数：3.1（％） 41.1

図31　ストレス解消法（性別）

0102030405060
寝る 人と話す 酒などを飲む 趣味に打ち込む 買い物 食べる ゴロゴロする　 外出（旅行等）する　

運動する 音楽を聴く 賭けごと　 その他

男性（ｎ=690) 女性（ｎ=509)（％） 1人当たり選択数   男性    2.9　　 女性　   3.4

《複数回答》
14



【年代別】　○ 年代別では，50歳代においてほとんどの項目で他の年代よりも選択した割合　　が低い。図32　ストレス解消法（年代別）

01020304050607080

寝る 人と話す 酒などを飲む 趣味に打ち込む 買い物 食べる ゴロゴロする　 外出（旅行等）する　
運動する 音楽を聴く 賭けごと　 その他

20歳未満（ｎ=13）20-29歳（ｎ=230）30-39歳（ｎ=287）40-49歳（ｎ=250）50-59歳（ｎ=272）60歳以上（ｎ=144）
（％）

《複数回答》
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　 　　 　　 　　 　３３３３　　　　うつにうつにうつにうつに関関関関するするするする意識意識意識意識　　　　　（１）　うつ病の症状に関する知識【全体】　○ うつ病の症状に関する知識については，「知っている」と回答した者が21.6％，　 「少し知っている」33.2％で，両者をあわせた『知っている』は54.8％だった。　　○ また，「知らない」と回答した者は12.1％，「あまり知らない」31.8％で，両　　者をあわせた『知らない』は43.9％であった。

【性別】　○ 性別では，『知っている』と回答した者の割合は，男性では47.2%なのに対し，　 女性は65.0％と高く，『知らない』と回答した者の割合は男性で51.9％，女性は　 33.2％であった。

図33　うつ病の症状に関する知識 知っている21.6%
少し知っている33.2%あまり知らない31.8%

全く知らない12.1% 無回答1.3% 全体（N＝1,203）

図34　うつ病の症状に関する知識（性別）
25.918.4 39.128.8 25.736.2 7.515.7 1.80.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない 無回答
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　　　　　（２）　うつ病の治療及び対処に関する知識【全体】　○ うつ病の症状の多くが，服薬治療や環境改善等によって軽減し，治癒するとい　  うことを知っているかとの質問に対し，「知っている」と回答した者が28.3％，　  「少し知っている」33.3％で，両者をあわせた『知っている』は61.6％だった。　　  　　○ また，「知らない」と回答した者は9.8％，「あまり知らない」26.6％で，両　　者をあわせた『知らない』は36.4％であった。

【性別】　○ 性別では，『知っている』と回答した者の割合は，男性では53.6%なのに対し，　 女性は72.6％と高く，『知らない』と回答した者の割合は男性で45.1％，女性は　 24.7％であった。

図35　うつ病の治療及び対処に関する知識 知っている28.3%
少し知っている33.3%あまり知らない26.6% 全く知らない9.8% 無回答2.0% 全体（N＝1,203）

図36　うつ病の治療及び対処に関する知識
36.522.2 36.131.4 19.831.6 4.913.5 2.61.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない 無回答
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　　　　　（３）　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めるか【全体】　○ 身近な家族や知人の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたときに，　　医療機関に相談することを勧めるかとの質問に対し，「勧める」と答えた者が　　63.3％で，「勧めない」が3.3％，「わからない」は31.3％であった。

【性別】　○ 性別では，「勧める」と回答した者は女性が68.6％，男性が59.6％と女性の方　　が多く，男性は「わからない」と回答した者が35.7％と女性に比べて多かった。

　　　　　（４）　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めない理由【全体】　○ 身近な家族や知人の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたときに，医　　療機関に相談することを勧めるかとの質問に対し，「勧めない」「わからない」　　と回答した者にその理由を尋ねたところ，「実際にそうなってみないとわからな　　い」が，61.2％で最も多く，次いで「どのように勧めればよいのかわからない」　　が49.4％，「どこの医療機関を勧めればよいのかわからない」が28.8％だった。

68.659.6 2.93.5 25.535.7 2.91.5
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 勧める 勧めない わからない 無回答無回答図38　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めるか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
実際にそうなってみないとわからないどのように勧めればよいのかわからないどこの医療機関を勧めればよいのかわからないその他

図39　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めない理由 全体（n＝417）
《複数回答》

61.249.428.84.1

無回答2.1%
勧める63.3%勧めない3.3%

わからない31.3% 全体（N＝1,203）図37　身近な人の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関への相談を勧めるか
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　　　　　（５）　自分自身の「うつ病」等のサインに気付いたときの受診行動【全体】　○ 自分自身の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたときに，医療機関に受診　　すると思うかとの質問に対し，「思う」と答えたものが53.2％で，「思わない」は，　　12.1％，「わからない」は31.5％であった。
【性別】　○ 性別では，大きな差異はみられなかった。

　　　　　（６）　自分自身の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関に受診しない理由【全体】　○ 自分自身の「うつ病」や，「うつ状態」のサインに気付いたときに，医療機関に　　受診すると思うかとの質問に対し，「思わない」「わからない」を選択した者に　　その理由を尋ねたところ，「実際にそうなってみないとわからない」が，75.6％　　で最も多く，次いで「どこの医療機関に受診すればよいのかわからない」21.9％　　「うつ病で受診することに抵抗がある」が21.0％だった。　○「その他」と回答した者では，「医療や薬に頼りたくない」「うつ病になると受　　診する気力がなくなると思う」などの記載が多かった。
1.3 7.4 21.021.9 75.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
実際にそうなってみないとわからないどこの医療機関に受診すればよいのかわからないうつ病で受診することに抵抗があるその他無回答

図42　自分自身の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたとき医療機関に受診しょうと思わない理由 全体（n＝524）
《複数回答》

53.852.9 10.013.6 33.230.1 2.93.9
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 思う 思わない わからない 無回答図41　自分自身の「うつ病」等のサインに気付いたとき医療機関に受診しようと思うか(性別)

図40　自分自身の「うつ病」等のサインに気付いたときに医療機関に受診しようと思うか
思わない12.1%

わからない31.5% 無回答3.2% 思う53.2%
全体（N＝1,203）
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　 　　 　　 　　 　４４４４　　　　地域地域地域地域のののの社会資源社会資源社会資源社会資源のののの認知度認知度認知度認知度　　　　　　　　　　　　　（１）　精神的な不調等について相談できる「職場の相談窓口」の有無【全体】　○ 精神的な不調等について相談できる職場の相談窓口あるいは部署はあるかと　  の問いに対し，「ある」と回答したものは12.7％で，「ない」59.3％，「わ　　からない」26.7％だった。

　　　　　（２）　精神的な不調等について相談できる「職場の担当者」の有無【全体】　○ 精神的な不調等について相談できる職場の担当者はいるかとの問いに対し，　  「いる」と回答したものは17.9％で，「いない」が52.5％，「わからない」　　　が28.0％だった。

図43　精神的な不調等について相談できる職場の相談窓口の有無ある12.7%
ない59.3%

わからない26.7% 無回答1.3% 全体（N＝1,203）

図44　精神的な不調等について相談できる職場の担当者の有無 いる17.9%
いない52.5%

わからない28.0% 無回答1.6% 全体（N＝1,203）
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　　　　　（３）　精神的な不調等について相談できる「市町のこころの健康相談」の認知度【全体】　○ 精神的な不調を感じたときに，市町等において「こころの健康相談」等を，　  無料で利用できることを知っているかとの問いに対し，「知っている」と回　　答した者は8.6％で，「少し知っている」が11.4％で，両者をあわせた『知っ　　ている』は20.0％だった。　○ また，「全く知らない」が45.8％，「あまり知らない」が31.9％で，両者を　　あわせた『知らない』は77.7％であった。

【性別】　○ 性別では，「全く知らない」と回答した者は，男性が52.0％，女性が37.5％　　で，男性の方が「全く知らない」と回答した者が多かった。

【年代別】　○ 年代別では，「全く知らない」と回答した者は，20歳未満が61.5％で，年代が　　若いほど認知度が低かった。

図45　「市町のこころの健康相談」の認知度 知っている8.6% 少し知っている11.4%あまり知らない31.9%全く知らない45.8%
無回答2.2% 全体（N＝1,203）

図46　「市町のこころの健康相談」の認知度（性別）
7.011.0 9.1 14.5 30.0 34.8 52.0 37.5 1.92.20% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 無回答少し知っている知っている あまり知らない 全く知らない

図47　「市町のこころの健康相談」の認知度（年代別）
20.810.77.25.64.8

12.513.216.88.76.17.7
33.331.330.433.132.223.1

29.942.643.251.255.261.5
3.52.22.41.41.77.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%60歳以上（ｎ=110）50-59歳（ｎ=169）40-49歳（ｎ=169）30-39歳（ｎ=205）20-29歳（ｎ=177）20歳未満（ｎ=10）凡例 知っている 少し知っている あまり知らない 全く知らない 無回答
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　　　　　（４）　精神的な不調等を感じたときに受診できる医療機関の認知度【全体】　○ 精神的な不調を感じたときに受診できる医療機関を何か所ぐらい知っている　  かとの問いに対し，「全く知らない」と回答した者は51.6％で「２～３か所」　　は25.3％，「１か所だけ」17.4％，「４か所以上」2.3％の順であった。

　　　　　（５）　精神的な不調等を感じたときに受診できる医療機関の認知度（種別）【全体】　○ 精神的な不調を感じたときに受診できる医療機関を『知っている』と回答し　  た者のうち，その種別を質問したところ，「精神科病院」と回答した者は，　　66.9％と最も多く，次いで「総合病院」が62.4％，「精神科診療所」53.1％，　　「かかりつけ医」26.1％の順であった。

図48　精神的な不調等を感じたときに受診できる医療機関を何か所知っているか１か所だけ17.4%無回答3.4%全く知らない51.6% ２～３か所25.3%４か所以上2.3%
全体（N＝1,203）

1.01.0 26.1 53.1 62.4 66.9
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

精神科病院総合病院精神科診療所かかりつけ医その他無回答
図49　医療機関の認知度（種別） 全体（n＝418）

《複数回答》
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　　　　　（６）　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関【全体】　○ 精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関について尋ねたところ，　 「総合病院」と回答した者が，37.8％で最も多く，次いで「精神科診療所」が，　　23.3％，「かかりつけ医」21.2％，「精神科病院」13.3％の順であった。

【性別】　○ 性別では，「精神科診療所」と回答した者が，男性で19.3％，女性で28.9％　　と女性の方が占める割合が大きい。
【年代別】　○ 年代別では，「かかりつけ医」と回答した者が，50歳代で28.3％，60歳以上で　　38.2％と，年代が高くなるほど「かかりつけ医」を受診すると思うと回答した者　　の割合が高い。

図50　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関 総合病院37.8%無回答3.0%その他1.4%
かかりつけ医21.2% 精神科診療所23.3%

精神科病院13.3% 全体（N＝1,203）

図51　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関（性別）
22.020.4 34.840.3 8.4 16.8 28.9 19.3 4.51.81.41.40% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%女性（ｎ=509)男性（ｎ=690)凡例 総合病院かかりつけ医 精神科病院 精神科診療所 その他 無回答

図52　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関（年代別）

38.228.316.815.315.77.7
41.037.940.838.031.746.2

4.99.910.417.420.415.4
9.719.129.225.428.315.4

0.71.10.82.12.2
5.63.72.01.71.715.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%60歳以上（ｎ=144）50-59歳（ｎ=272）40-49歳（ｎ=250）30-39歳（ｎ=287）20-29歳（ｎ=230）20歳未満（ｎ=13）凡例 かかりつけ医 総合病院 精神科病院 精神科診療所 その他 無回答
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　　　　　（７）　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関を決める理由【全体】　○ 精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関を決める理由について　  尋ねたところ，「通院が便利」と回答した者が，48.1％で最も多く，次いで　　「家族や知人等の評判」45.1％，「かかりつけ医などで相談しやすい」25.2％，　　「予約制」7.6％の順であった。

【性別】　○ 男性では，「通院が便利」と回答した者が，50.4％で最も多く，女性では，　　「家族や知人等の評判」とした者が51.3％と最も多かった。
3.94.87.6 25.2 45.148.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%
通院が便利家族や知人等の評判かかりつけ医などで相談しやすい予約制その他無回答

図53　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関を決める理由

《複数回答》

全体（N＝1,203）

図54  精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関を決める理由（性別）

5.15.5 24.2 40.9 50.4
4.5 10.6 26.3 51.345.20% 10% 20% 30% 40% 50% 60%通院が便利家族や知人等の評判かかりつけ医などで相談しやすい予約制その他

男性（ｎ=690)女性（ｎ=509)
《複数回答》
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【年代別】　○ 年代別では「かかりつけ医などで相談しやすい」ことを理由とした者が50歳　　代で30.1％，60歳以上で42.4％と他の年代と比較すると多い。図55　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関を決める理由（年代別）

0%10%
20%30%
40%50%
60%

20歳未満（ｎ=13） 38.5% 30.8% 23.1%20-29歳（ｎ=230） 45.2% 53.5% 19.6% 8.7% 3.9%30-39歳（ｎ=287） 49.1% 48.8% 21.3% 5.6% 6.3%40-49歳（ｎ=250） 42.4% 54.8% 20.0% 7.6% 6.0%50-59歳（ｎ=272） 51.5% 36.4% 30.1% 9.6% 5.1%60歳以上（ｎ=144） 56.3% 25.7% 42.4% 7.6% 1.4%
通院が便利 家族や知人等の評判 かかりつけ医などで相談しやすい 予約制 その他

《複数回答》
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　 　 　 　 ⅢⅢⅢⅢ　　　　調査結果調査結果調査結果調査結果のののの考察考察考察考察とととと今後今後今後今後のののの取組取組取組取組　　　　　　　　　　　　１１１１　　　　考察考察考察考察　　　　　　（１）　悩みやストレスの原因・悩みやストレスの原因については，男女とも７割以上の者が「勤務問題」を選択 しており，労働者が精神的な不調を抱えた場合には，治療や休息と並行して，職 場における，悩みやストレスの原因を探り，対処することが必要である。（図12）・また，女性では「家庭問題」，男性では「経済問題」が，悩みやストレスの原因 となっていることも多く，それらの点についても，事業場外資源等を利用するこ とにより，必要に応じた支援がなされるべきである。（図12）・50歳代，60歳以上では「健康問題」で，悩みやストレスを感じている者が多いこ とにも留意すべきである。（図13）　　　　　　（２）　悩みを相談することへのためらい・悩みを抱えたときやストレスを感じたときに，誰かに相談したり，助けを求めた りすることにためらいを感じるかという質問に対し，「そう思う」又は「どちら かというとそう思う」と回答した者は，男性が47.2％なのに対し，女性は36.5％ で，男性の方が悩みを相談することへのためらいを持つ者が多く，誰にも相談で きずに，悩みを一人で抱え込みがちであると考えられる。（図15）・年代別では，50歳代が「そう思う」と回答した者が14.7％，「どちらかというと そう思う」が35.7％，両者をあわせると50.4％となり，他の年代よりも，悩みを 相談することへのためらいが強いことが伺える。（図16）・性別と年代別をクロスしてみると，悩みを相談することにためらいを感じるとし た者は，40歳代女性では28.4％，50歳代女性は39.2％なのに対し，40歳代男性は， 51.0％，50歳代男性では60.0％と，中高年の男性に特にその傾向が強いことがわ かる。（図17）・また，職種別では，悩みを相談することにためらいを感じるとした者は，管理職 が51.0％と最も多かった。（図18）　　　　　　（３）　悩みやつらい気持ちの相談相手・悩みやつらい気持ちを受け止め耳を傾けてくれる人はいるかとの質問に対し， 「いる」と回答した人は，男性で61.9％しかなく，４割近くの者が相談相手が 「いない」又は「わからない」と回答している。（図20）・年代別では，悩みやつらい気持ちを受け止め耳を傾けてくれる人が「いる」と 回答した者は，40歳代で67.6％，50歳代で62.1％と，他の年代よりも少ない傾 向がある。（図21）
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・性別と年代別をクロスしてみると，50歳代男性において，悩みやつらい気持ちに 耳を傾けてくれる人が「いる」とした者は48.3％と他の年代に比べて最も少なく， 「いない」とした者は，25.5％と最も多かった。（図22）・また，職種別では，悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人が「いる」とした 者は専門技術職が78.1％と最も多く，「いない」とした者は管理職が12.5％と最 も多く，次いで生産労務職が12.1％の順であった。（図23）・内閣府が平成24年1月に実施した「自殺対策に関する意識調査」（以下，「内閣 府意識調査」という。）における同様の質問では，男性で「いる」90.3％，「い ない」8.6％，女性では「いる」94.7％「いない」4.0％であった。これに対し， 今回の調査では，男女とも，悩みやつらい気持ちを受け止め耳を傾けてくれる人 が「いる」と回答した者の割合は低かった。 また，年代別に見ても，すベての年代において「内閣府意識調査」より，今回の 調査の方が，「いる」とした者の割合は低いことがわかる。・また，同様に「内閣府意識調査」において，今までに「自殺したいと思ったこ とがある」と答えた者に，どのように乗り越えたか尋ねたところ，「家族や友人， 職場の同僚など身近な人に悩みを聴いてもらった」と答えた者が約４割で，身近 な相談相手の存在が，自殺を思いとどまらせる要因となっていることがわかる。
◆　自殺を考えたとき，どのように乗り越えたか

10.813.816.12.3 8.5 18.0 38.638.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%無回答特に何もしなかったその他弁護士や司法書士，公的機関の相談員等，悩みの元となる分野の専門家に相談した医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家に相談したできるだけ休養をとるようにした趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた家族や友人，職場の同僚など身近な人に悩みを聞いてもらった

資料：内閣府「自殺対策に関する意識調査」（平成24年1月）

該当者数＝４７２人（今までに「自殺したいと思ったことがある」と答えた者）

１）
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・これらのことから，当圏域において，50歳代を中心とした中高年男性に自殺者が 多いことの要因の１つとして，悩みやつらい気持ちを受け止め耳を傾けてくれる人 がいないことや，悩みを抱えたときやストレスを感じたときに，誰かに相談したり 助けを求めたりすることにためらいを感じる者が多いことが，影響している可能性 が考えられる。・悩みやつらい気持ちの相談相手としては，男女とも「同居親族」が最も多いが， 女性は「同居親族」のみでなく 「友人」や「職場の同僚」「同居以外の親族」 など，複数の相談相手を持っているのに対し，男性は「同居親族」以外の相談 相手を持つ者が少ない。（図25）・年代別では，20歳未満をのぞくと，年代が高くなるほど「同居親族」が占める 割合が高く，「友人」が占める割合が少なくなっている。（図26）・厚生労働省が平成23年10月に実施した「労働安全衛生特別調査」（以下，「労　働安全衛生特別調査」という。）において,「過去１年間に自分の仕事や職業生　活に関することで，強い不安，悩み，ストレスになっていると感じる事柄があ　る」とした労働者は全体の約３割で，そのうちそれらの事柄について「相談した　い」とする者の割合は８割近くとなっているが，その相談相手としては，「その　他（家族・同僚など）」が６割以上で最も多く，次いで「外部の相談機関」「事　業所内の相談窓口」の順であった。
　

2）

ある, 32.4%ない, 67.6%
全体（N=11,296）

資料：厚生労働省「労働安全衛生特別調査」（平成23年10月）

相談したい78.0%
相談したくない21.7% 無回答0.3% 事業所内の相談窓口：10.0％事業所内の産業医　 ：　1.6％外部の医療機関　　　：　8.7％外部の相談機関　　　：15.7％その他（家族・同僚） ：64.1％

相談したいと回答した人の相談先の希望
資料：厚生労働省「労働安全衛生特別調査」（平成23年10月）

（n=3,660）
（男性：74.1％，女性：83.3％）

◆ 仕事や職業生活に関する強い不安，悩み，ストレスの有無

◆ 仕事や職業生活に関する強い不安,悩み,ストレスの相談希望の有無と相談先
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・これらのことから，悩みやストレスを感じたときに，相談したいと思っても， 相談相手が見つからなかったり，相談することに抵抗感を持ち，問題を潜在化さ せ，早期の対応を妨げる結果となっている者が，特に中高年男性には多いと考え られる。・職場において，「ストレスへの対処法」や「精神的な不調は，誰もが起こしうる ものであり，早期の対処が問題を深刻化させないために重要である」ことについ て，啓発・教育がなされることにより，相談することへの抵抗感を少なくし，労 働者相互の相談や不調への早期の気付きを促進すると考えられる。　　　　　　（４）　うつ症状を有する者・米国精神医学会の診断基準（ＤＳＭ－Ⅳ－ＴＲ）による９項目の症状のうち， ２週間以上続いているものがあるかという質問に対し，「疲れた感じがする又は 気力がない」と回答した者は33.5％，「眠れない又はいつも眠い」は，20.3％， 「食欲がない又は食べ過ぎる」15.8％の順に多く，９項目中では身体症状が占め る割合が多く，精神的不調と重なった自覚症状を持つ者が多かった。（図27）・「気分が落ち込み憂うつな気持ちになる」と「物事への興味が湧かず，何事も 楽しめない」のいずれか又は両方を選択した者は1,203人中254人（21.1％）で， そのうち，うつ病の診断基準を満たす症状がある（前記２項目のいずれかを含み ５項目以上選択）とした者は，1,203人中79人（6.6％）だった。・ また，９項目中８項目に回答した者は４人（0.3％），９項目すべてに回答し　た者も３人（0.2％）あった。　（世界精神保健（WMH)日本調査 において，大うつ病（DSM-Ⅳ診断）の生涯有病率は6.3％， 　12か月有病率は2.1％とされている。）・ 今回の調査において，疲労感や不眠などの身体症状や，複数の精神的症状を抱　えながらも，就労継続している者が多数存在していることを示している。・ 今回の調査では，これらの有症者の精神科治療の有無，職場での配慮等の有無　については確認できないが，仮に精神科治療や，職場でのサポート体制が十分　整っているとすれば，このようなうつ症状があっても就労の継続は可能である　ということであり，逆に，個人が問題を抱え込み，治療や職場における配慮が　適切になされていないとすれば，問題が深刻化し，労働者本人にも，事業所に　とっても，多大な影響が及ぶ危険性があると考えられる。　　　　　　（５）　ストレス解消法・ ストレス解消法について，男女で比較すると，特に女性に多いのは，「人と  話す」「買い物」「食べる」で，男性の２倍以上の割合で選択しており，一方，　男性では，「趣味に打ち込む」「酒などを飲む」「賭けごと」を選択した者が  多い。（図31）・ また，１人当たりの選択数は男性が2.9，女性が3.4で，男性より女性の方が，  数多くストレス解消法を持っている。・ 年代別では，50歳代はほとんどの項目で他の年代よりも回答した割合が低い。（図32）

３）
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　　　　　　（６）　うつ病に関する知識・ うつ病やうつ状態の症状について，提示した上で，このような変化のいくつか　が，２週間以上続く場合，うつ病の可能性があるということを知っていたかとの　質問で，「知っている」「少し知っている」の両者をあわせた『知っている』　は男性が47.2％だったのに対し，女性は65.0％で，一方，「全く知らない」　「あまり知らない」の両者をあわせた『知らない』は，男性が51.9％，女性が　33.2％であった。（図34）・ うつ病の症状の多くが，服薬治療や環境改善等によって，軽減し治癒するとい  うことを知っているかとの質問で，「知っている」と「少し知っている」の両者　をあわせた『知っている』は，男性が53.6％だったのに対し，女性は72.6％で，　一方，「全く知らない」「あまり知らない」の両者をあわせた『知らない』は，　男性が45.1％，女性が24.7％であった。（図36）・ うつ病に関する知識については，女性に比べて男性の方が知識に乏しい者が，　多いことがわかる。　　　　　　（７）　「うつ病」等のサインに気づいたときの対処・ 身近な家族や知人の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたときに，医　療機関に相談することを勧めるかとの質問に対し，「勧める」と答えた者が63.3　　％で，「勧めない」が3.3％，「わからない」は31.3％であった。（図37）・ 自分自身の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたときに，医療機関に　受診すると思うかとの質問に対し，「思う」と答えた者が53.2％で，「思わな　　い」が12.1％，「わからない」は31.5％であった。（図40）・ 身近な家族や知人に対して，医療機関への受診を勧めるよりも，自分自身が　医療機関に受診する方が抵抗感を強く持つ者が多いことがわかる。・ 自分自身の「うつ病」や「うつ状態」のサインに気付いたときに，医療機関に　受診しようと「思わない」又は「わからない」と回答した者に，その理由を尋　　ねたところ，「実際にそうなってみないとわからない」と回答した者は75.6％　「どこの医療機関に受診すれば良いのかわからない」21.9％，「うつ病で受診　することに抵抗がある」21.0％であった。（図42）・ 身近な人や自分自身の「うつ病」等に気付いたときの対処法については，「わ　からない」とした者が多数あり，受診できる医療機関や，適切な対処法などにつ　いて具体に伝えることにより，行動変容を期待できると考えられる。　　　　　　（８）　精神的な不調等について相談できる「職場の相談窓口」等・ 精神的な不調等について相談できる職場の相談窓口あるいは部署はあるかとの　質問に対し，「ある」と回答した者は12.7％で，「ない」59.3％，「わからな　　い」26.7％であった。（図43）・ 精神的な不調等について相談できる職場の担当者はいるかとの質問に対し， 「いる」と回答した者は17.9％で，「いない」52.5％，「わからない」28.0％　　であった。（図44）
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・「労働安全衛生特別調査」における，メンタルヘルスケアの取組状況で，従業　員数が300人未満の事業所においても4割近くが，「メンタルヘルスケア専用窓　口」を設置していると回答していることから，「ない」又は「わからない」と　した者の中には，相談窓口があっても認識していない者が含まれている可能性　があり，精神的な不調等について相談できる職場の相談窓口等がない事業所が　多いか，又は，相談窓口等があっても認識されていない状況が伺える。　　　　　　　（９）　精神的な不調について相談できる「市町のこころの健康相談」の認知・ 精神的な不調を感じたときに，市町において「こころの健康相談」等を無料で　利用できることを知っているかとの質問に対し，「知っている」と回答した者は　　8.6％で，「少し知っている」11.4％で，両者をあわせた『知っている』は20.0　％であった。（図45）・ 性別では，「知っている」と回答した者は，男性が7.0％，女性が11.0％で， 「全く知らない」と回答した者は，男性が52.0％，女性が37.5％であった。（図46）　・ 年代別では，「全く知らない」と回答した者は，20歳未満が61.5％で，年代が　若いほど認知度が低い。（図47）　・ 市町の「こころの健康相談」等の周知方法については，勤労者世代にも周知さ　れ，利用しやすい方法等について検討が必要であると考えられる。　　　　　　　（10）　精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関・ 精神的な不調を感じたときに受診すると思う医療機関について尋ねたところ， 「総合病院」と回答した者が，37.8％で最も多く，次いで「精神科診療所」が，　　23.3％，「かかりつけ医」21.2％，「精神科病院」13.3％の順であった。（図50）・ 性別では，「精神科診療所」と回答した者が男性で19.3％，女性で28.9％と， 女性の方が「精神科診療所」へ受診しようと思う者が多い。（図51）・ 年代別では，「かかりつけ医」と回答した者が，50歳代で28.3％，60歳以上で  38.2％と，年代が高くなるほど「かかりつけ医」を受診すると思うと回答した　　者の割合が高い。（図52）・ 当圏域において，精神科外来がある総合病院は限られており，また精神科外来  があっても，診療日や診療時間が限られているなど，受診しにくい現状がある。　・ また，精神科診療所の数は，県平均より少なく，初診予約が，数日から長いと　ころでは数か月待ちの医療機関もあり，精神的な不調を感じて受診しようとし  ても，速やかな受診が難しい現状がある。　　　　　　　（11）　精神的な不調を感じたときに受診する医療機関を決める理由・ 精神的な不調を感じたときに受診する医療機関を決める理由について尋ねたと  ころ，「通院が便利」と回答した者が，48.1％で最も多く，次いで「家族や知　　人の評判」45.1％，「かかりつけ医などで相談しやすい」25.2％，「予約制」　7.6％の順であった。（図53）
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・ 調査の結果からは，通院の利便を最優先して医療機関を決めるとした回答が多　かったが，精神科の診療は，治癒までに一定期間を要し，働きながら受診のため　の時間を確保することは，必ずしも容易ではないことも影響しているのではない  かと考えられる。　・ 一方で，前述のように，精神的な不調を感じたときに受診しようと思う総合病　院は数が限られているだけでなく，診療時間が平日の限定された時間であり，勤　労者にとっては，通院の利便が良いとはいえない現状がある。・ 年代別では，「かかりつけ医などで相談しやすい」と回答した人は，50歳代で  30.1％，60歳以上で42.4％と他の年代と比較して多い。（図55）　・ 精神的な不調をきたしたときの診断や治療を考える際，早期で軽症の場合は，　身近なかかりつけ医への相談を勧めることもひとつの方法であり，特に年代が　高くなるほど，受診に対する抵抗感が少なくなり，早期の受診につながりやす　いと考えられる。１）自殺対策に関する意識調査：内閣府が全国の20歳以上の者から層化2段無作為抽出法した　　　3,000人を対象にH24年1月に実施したもの【（調査員による　　　留置法（封筒による密封回収）】２）労働安全衛生特別調査　　：厚生労働省が全国の常時労働者10人以上を雇用する民営事　　　業所のうちから抽出約13,000事業所及びその事業所で雇用さ　　　れている常用労働者及び，受け入れた派遣労働者から抽出し　　　約18,000人を対象にH23年10月に実施したもの（郵送による　　　　　　自記式調査）３）世界精神保健（WMH）日本調査：WHOが主導する国際的な精神・行動障害に関する疫学研究　　　プロジェクトである世界精神保健　（World Mental Health）　　　調査として，日本で2002－2006に，4,134名の面接調査を実施　　　　したもの
　　　　　　　　　　　　２２２２　　　　今後今後今後今後のののの取組取組取組取組　　　　（１）実態調査結果を元に圏域内の事業所等に，メンタルヘルス対策における具体　的な取組みや地域保健・医療等との連携推進について提言する。　　　　（２）勤労者世代へ，メンタルヘルスに関する地域の社会資源等の情報が，確実に　届くよう，これまでの情報提供や普及啓発の方法等について再検討する。　　　　（３）産業医，かかりつけ医，精神科医及び，行政等関係機関との連携を推進する　ための手引書を作成，配付し，うつ病患者等が速やかに精神科治療につなげら　れる体制を地域で整える。　　　　（４）産業医やかかりつけ医，コメディカルスタッフ等に対し，うつ病等に関する　知識の普及を図り，対応力向上を図る。
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 Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ　　　　付属資料付属資料付属資料付属資料 　　１ 　　１ 　　１ 　　１　　　　集計表集計表集計表集計表　　　　　　　　　　　　　　　　ⅠⅠⅠⅠ　　　　あなたがあなたがあなたがあなたが働働働働いているいているいているいている事業所事業所事業所事業所とあなたとあなたとあなたとあなた御自身御自身御自身御自身のことについてのことについてのことについてのことについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１１１１　　　　性別性別性別性別                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）690 57.4509 42.34 0.31203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ２２２２　　　　年齢年齢年齢年齢                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）13 1.1230 19.1287 23.9250 20.8272 22.6144 12.07 0.61203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ３３３３　　　　あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている事業所事業所事業所事業所のののの所在地所在地所在地所在地                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）425 35.3514 42.7259 21.55 0.41203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ４４４４　　　　あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている事業所事業所事業所事業所のののの業種業種業種業種                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）55 4.6509 42.30 0.00 0.060 5.072 6.00 0.02 0.225 2.113 1.129 2.4328 27.38 0.75 0.484 7.07 0.66 0.51203 100.0　　　　　　⑮　サービス業（他に分類されない）　　　　　　　⑯　その他　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　⑪　生活関連サービス業，娯楽業　　　　　　⑫　医療，福祉　　　　　　⑬　教育，学習支援業　　　　　　　⑭　複合サービス業
　　　　　　⑦　金融業，保険業　　　　　　⑧　不動産業，物品賃貸業　　　　　　⑨　学術研究，専門・技術サービス業　　　　　　　⑩　宿泊業，飲食サービス業
　　　　　　③　電気･ガス･熱供給・水道業　　　　　　④　情報通信業　　　　　　⑤　運輸･郵便業　　　　　　　⑥　卸売業，小売業
　　　　　　無回答　　　　　　合計　　　　　　①　建設業　　　　　　②　製造業

　　　　　　合計　　　　　　①　福山市　　　　　　②　府中市　　　　　　③　神石高原町

　　　　　　①　男　　　　　　②　女　　　　　　無回答　　　　　　合計　　　　　　①　20歳未満　　　　　　②　20～29歳　　　　　　③　30～39歳　　　　　　④　40～49歳　　　　　　⑤　50～59歳　　　　　　　⑥　60歳以上　　　　　　無回答
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ５５５５　　　　あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている事業所事業所事業所事業所のののの従業員数従業員数従業員数従業員数　　　　　　※1つの敷地内にある工場や支社，支店を1単位として，その従業員数をお答えください                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）419 34.8334 27.8325 27.025 2.188 7.312 1.01203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ６６６６　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの職業職業職業職業                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）99 8.2160 13.3404 33.6195 16.2104 8.6226 18.815 1.21203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　ⅡⅡⅡⅡ　　　　悩悩悩悩みやみやみやみやストレスストレスストレスストレスにににに関関関関することについてすることについてすることについてすることについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ７７７７　　　　あなたはこのあなたはこのあなたはこのあなたはこの１１１１かかかか月間月間月間月間にににに日常生活日常生活日常生活日常生活でででで不満不満不満不満，，，，悩悩悩悩みみみみ，，，，苦労苦労苦労苦労，，，，ストレスストレスストレスストレスなどがありましたかなどがありましたかなどがありましたかなどがありましたか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）234 19.5572 47.5312 25.949 4.136 3.01203 100.0　　　　　【　　　　　【　　　　　【　　　　　【上上上上ののののQQQQ７７７７のののの質問質問質問質問でででで「「「「①①①①大大大大いにあるいにあるいにあるいにある」「」「」「」「②②②②多少多少多少多少あるあるあるある」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ７７７７－－－－１１１１　　　　それはどのようなそれはどのようなそれはどのようなそれはどのような事柄事柄事柄事柄がががが原因原因原因原因ですかですかですかですか　（　（　（　（複数回答複数回答複数回答複数回答））））                n=806 人数（単位：人） 割合（単位：％）295 36.6201 24.9198 24.686 10.7585 72.632 4.00 0.0
　　　　　　①　家庭問題（家族関係不和，子育て，家族の介護・看病 等）　　　　　　②　健康問題（自分の病気，身体の悩み 等）　　　　　　③　経済生活問題（生活困窮，借金，浪費 等）　　　　　　④　男女問題（失恋，結婚，不倫 等）　　　　　　⑤　勤務問題（転勤，仕事の不振，職場の人間関係，長時間労働 等）　　　　　　　⑥　その他　　　　　　無回答

　　　　　　合計　　　　　　②　多少ある　　　　　　③　あまりない　　　　　　④　全くない　　　　　　無回答

　　　　　　⑥　その他　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　大いにある

　　　　　　②　専門技術職（保育士，看護師，教員，建築士，プログラマー等）　　　　　　③　生産労務職（生産部門，原材料加工，機械組立修理等）　　　　　　④　販売・サービス職（販売員，外交員，理美容師，調理人等）　　　　　　⑤　管理職（係長クラス以上※職場において部下を直接指揮監督する者）　
　　　　　　⑤　その他　　　　　　　無回答　　　　　　合計　　　　　　①　一般事務職（庶務，経理，企画，調査等）
　　　　　　①　20～50人未満　　　　　　②　50～100人　　　　　　③　101～200人　　　　　　④　201～300人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ８８８８　　　　あなたはあなたはあなたはあなたは，，，，悩悩悩悩みをみをみをみを抱抱抱抱えたときやえたときやえたときやえたときやストレスストレスストレスストレスをををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，誰誰誰誰かにかにかにかに相談相談相談相談したりしたりしたりしたり，，，，助助助助けをけをけをけを求求求求めたりすることにめたりすることにめたりすることにめたりすることに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ためらいをためらいをためらいをためらいを感感感感じますかじますかじますかじますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）134 11.1380 31.6240 20.0353 29.356 4.740 3.31203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ９９９９　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの悩悩悩悩みやつらいみやつらいみやつらいみやつらい気持気持気持気持ちをちをちをちを受受受受けけけけ止止止止めめめめ，，，，耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けてくれるけてくれるけてくれるけてくれる人人人人はいますかはいますかはいますかはいますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）842 70.0117 9.7189 15.755 4.61203 100.0　　　　　【　　　　　【　　　　　【　　　　　【上上上上ののののQQQQ９９９９のののの質問質問質問質問でででで「「「「①①①①いるいるいるいる」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ９９９９－－－－１１１１　　　　それはそれはそれはそれは誰誰誰誰ですかですかですかですか　（　（　（　（重複回答重複回答重複回答重複回答））））                n=842人数（単位：人） 割合（単位：％）556 66.0176 20.9440 52.3355 42.227 3.225 3.00 0.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１０１０１０１０　　　　あなたはあなたはあなたはあなたは，，，，次次次次のようなのようなのようなのような症状症状症状症状がほぼがほぼがほぼがほぼ毎日毎日毎日毎日２２２２週間以上続週間以上続週間以上続週間以上続いていますかいていますかいていますかいていますか　（　（　（　（複数回答複数回答複数回答複数回答））））                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）244 20.3130 10.8189 15.7403 33.5190 15.8140 11.6159 13.258 4.8122 10.1　　　　　　⑨　物事を決められない又は集中できない　　　　　　⑤　食欲がない又は食べ過ぎる　　　　　　　⑥　自分には価値がない又は周囲に迷惑をかけていると感じる　　　　　　⑦　イライラして落ち着かない又はすべてにおいてゆっくりとしか考えられない　　　　　　⑧　生きていても仕方がないと感じる　
　　　　　　①　眠れない又はいつも眠い　　　　　　②　物事への興味が湧かず，何事も楽しめない　　　　　　③　気分が落ち込み憂うつな気持ちになる　　　　　　④　疲れた感じがする又は気力がない

　　　　　　④　職場の同僚 等　　　　　　⑤　近所の知人 等　　　　　　⑥　その他　　　　　　無回答

　　　　　　合計
　　　　　　①　同居親族（家族）　　　　　　②　同居以外の親族　　　　　　③　友人

　　　　　　①　いる　　　　　　②　いない　　　　　　③　わからない　　　　　　無回答
　　　　　　④　そうは思わない　　　　　　⑤　わからない　　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　そう思う　　　　　　②　どちらかというとそう思う　　　　　　③　どちらかというとそうは思わない
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１１１１１１１１　　　　あなたのあなたのあなたのあなたのストレスストレスストレスストレス解消法解消法解消法解消法はなんですかはなんですかはなんですかはなんですか　（　（　（　（複数回答複数回答複数回答複数回答））））                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）247 20.5495 41.1351 29.2402 33.4292 24.3376 31.3415 34.5112 9.3230 19.1395 32.8314 26.175 6.2　　　　　　　　　　　　　　　　ⅡⅡⅡⅡ　　　　うつにうつにうつにうつに関関関関するするするする意識意識意識意識についてについてについてについて           ※Q           ※Q           ※Q           ※Q１２１２１２１２～～～～QQQQ１５１５１５１５にににに，，，，おおおお答答答答えいただくえいただくえいただくえいただく前前前前にににに，，，，次次次次のののの枠内枠内枠内枠内をおをおをおをお読読読読みくださいみくださいみくださいみください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１２１２１２１２　　　　このようなこのようなこのようなこのような変化変化変化変化のいくつかがのいくつかがのいくつかがのいくつかが，，，，２２２２週間以上続週間以上続週間以上続週間以上続くくくく場合場合場合場合，，，，うつうつうつうつ病病病病のののの可能性可能性可能性可能性があるということをがあるということをがあるということをがあるということを  ご  ご  ご  ご存知存知存知存知でしたかでしたかでしたかでしたか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）260 21.6399 33.2382 31.8146 12.116 1.31203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１３１３１３１３　　　　うつうつうつうつ病病病病のののの症状症状症状症状のののの多多多多くがくがくがくが，，，，服薬治療服薬治療服薬治療服薬治療やややや環境改善等環境改善等環境改善等環境改善等によってによってによってによって，，，，軽減軽減軽減軽減しししし治癒治癒治癒治癒するということをするということをするということをするということを  ご  ご  ご  ご存知存知存知存知ですかですかですかですか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）340 28.3401 33.3320 26.6118 9.824 2.01203 100.0

　　　　　　①　運動する　　　　　　③　食べる　　　　　　②　寝る　　　　　　④　酒などを飲む　　　　　　⑤　外出（旅行等）する　　　　　　　⑥　買い物　　　　　　⑦　人と話す　　　　　　⑧　賭けごと　　　　　　　⑨　音楽を聴く　　　　　　⑩　趣味に打ち込む　　　　　　⑪　ゴロゴロする　　　　　　　⑫　その他

　　　　　　①　知っている　　　　　　②　少し知っている　　　　　　③　あまり知らない　　　　　　④　全く知らない　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　知っている　　　　　　②　少し知っている　　　　　　③　あまり知らない　　　　　　④　全く知らない　　　　　　無回答　　　　　　合計

○○○○次次次次にににに挙挙挙挙げたげたげたげた症状症状症状症状はははは「「「「うつうつうつうつ病病病病」」」」やややや「「「「うつうつうつうつ状態状態状態状態」」」」ののののサインサインサインサインですですですです【【【【自分自分自分自分がががが気気気気づくづくづくづく変化変化変化変化】】】】何事にも興味が湧かない　　 疲れやすく元気がない　　 心配事が頭から離れず堂々めぐりする寝つきが悪く朝早く目が覚める　 　人に会いたくなくなる　 　仕事の能率が悪くなる自分を責める　 　気力,意欲,集中力の低下を自覚する　　 気分が沈む　 　食欲がない【【【【周周周周りからりからりからりから見見見見てててて気気気気づくづくづくづく変化変化変化変化】】】】 表情が暗い　 反応が遅い　 付き合いが悪くなる　 落ち着きがない　 飲酒量が増える 仕事や家事の能率が低下しミスが増える　 遅刻,早退,欠勤が増加する　涙もろい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１４１４１４１４　　　　身近身近身近身近なななな家族家族家族家族やややや知人知人知人知人のののの「「「「うつうつうつうつ病病病病」」」」やややや「「「「うつうつうつうつ状態状態状態状態」」」」ののののサインサインサインサインにににに気気気気づいたときづいたときづいたときづいたとき，，，，医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ相談相談相談相談することをすることをすることをすることを勧勧勧勧めますかめますかめますかめますか               N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）761 63.340 3.3377 31.325 2.11203 100.0　　　　　【　　　　　【　　　　　【　　　　　【上上上上ののののQQQQ１４１４１４１４のののの質問質問質問質問でででで「「「「②②②②勧勧勧勧めないめないめないめない」「」「」「」「③③③③わからないわからないわからないわからない」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１４１４１４１４－－－－１１１１　　　　そのそのそのその理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか　（　（　（　（複数回答複数回答複数回答複数回答））））                n=417人数（単位：人） 割合（単位：％）120 28.8206 49.4255 61.217 4.16 1.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１５１５１５１５　　　　あなたがあなたがあなたがあなたが自分自身自分自身自分自身自分自身のののの「「「「うつうつうつうつ病病病病」」」」やややや「「「「うつうつうつうつ状態状態状態状態」」」」ののののサインサインサインサインにににに気気気気づいたときづいたときづいたときづいたとき，，，，医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ受診受診受診受診しようとしようとしようとしようと思思思思いますかいますかいますかいますか               N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）640 53.2145 12.1379 31.539 3.21203 100.0　　　　　【　　　　　【　　　　　【　　　　　【上上上上ののののQQQQ１５１５１５１５のののの質問質問質問質問でででで「「「「②②②②思思思思わないわないわないわない」「」「」「」「③③③③わからないわからないわからないわからない」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１５１５１５１５－－－－１１１１　　　　そのそのそのその理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか　（　（　（　（複数回答複数回答複数回答複数回答））））                n=524人数（単位：人） 割合（単位：％）115 21.9110 21.0396 75.639 7.47 1.3　　　　　　　　　　　　　　　　ⅣⅣⅣⅣ　　　　地域地域地域地域のののの社会資源社会資源社会資源社会資源についてについてについてについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１６１６１６１６　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの職場職場職場職場にはにはにはには，，，，精神的精神的精神的精神的なななな不調等不調等不調等不調等についてについてについてについて相談相談相談相談できるできるできるできる窓口窓口窓口窓口あるいはあるいはあるいはあるいは部署部署部署部署はありますかはありますかはありますかはありますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）153 12.7713 59.3321 26.716 1.31203 100.0

　　　　　　①　勧める　　　　　　②　勧めない　　　　　　③　わからない　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　どこの医療機関を勧めればよいのかわからない　　　　　　②　どのように勧めればよいのかわからない　　　　　　③　実際にそうなってみないとわからない　　　　　　④　その他　　　　　　無回答
　　　　　　①　思う　　　　　　②　思わない　　　　　　③　わからない　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　どこの医療機関に受診すればよいのかわからない　　　　　　②　うつ病で受診することに抵抗がある　　　　　　③　実際にそうなってみないとわからない　　　　　　④　その他　　　　　　無回答
　　　　　　①　ある　　　　　　②　ない　　　　　　③　わからない　　　　　　無回答　　　　　　合計
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１７１７１７１７　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの職場職場職場職場にはにはにはには，，，，精神的精神的精神的精神的なななな不調等不調等不調等不調等についてについてについてについて相談相談相談相談できるできるできるできる担当者担当者担当者担当者はいますかはいますかはいますかはいますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）215 17.9632 52.5337 28.019 1.61203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１８１８１８１８　　　　もしもしもしもし仮仮仮仮にににに，，，，自分自身自分自身自分自身自分自身やややや家族家族家族家族，，，，知人知人知人知人などがなどがなどがなどが精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，おおおお住住住住まいのまいのまいのまいの市町村市町村市町村市町村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等等等等においてにおいてにおいてにおいて，〔，〔，〔，〔こころのこころのこころのこころの健康相談健康相談健康相談健康相談〕〕〕〕等等等等をををを無料無料無料無料でででで利用利用利用利用できることをできることをできることをできることを知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）104 8.6137 11.4384 31.9551 45.827 2.21203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１９１９１９１９　　　　強強強強いいいいストレスストレスストレスストレスやややや不眠不眠不眠不眠，，，，そのそのそのその他他他他，，，，精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに受診受診受診受診できるできるできるできる医療機関医療機関医療機関医療機関をををを何何何何かかかか所所所所  ぐらい  ぐらい  ぐらい  ぐらい知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）209 17.4304 25.328 2.3621 51.641 3.41203 100.0　　　　　【　　　　　【　　　　　【　　　　　【上上上上ののののQQQQ１９１９１９１９のののの質問質問質問質問でででで「「「「②２②２②２②２～～～～３３３３かかかか所所所所」「」「」「」「④４④４④４④４かかかか所以上所以上所以上所以上」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ１９１９１９１９－－－－１１１１　　　　そのそのそのその医療機関医療機関医療機関医療機関はははは次次次次のどれにのどれにのどれにのどれに該当該当該当該当しますかしますかしますかしますか　（　（　（　（複数回答複数回答複数回答複数回答））））                n=418人数（単位：人） 割合（単位：％）109 26.1261 62.4222 66.9167 53.14 1.04 1.0　　　　　※設問の記載ミスで，Q１９で「①１か所だけ」と回答した者の中にも，Q１９－１に回答した者が含まれるため，　　　　　　N=332には，Q１９で「②２～３か所」「③４か所以上」と回答した者（３３２名）に，「①１か所だけ」と回答した者　　　　　　のうち，Q１９－１に回答した者（８６名）の数を加えた人数とした。

　　　　　　①　いる　　　　　　②　いない　　　　　　③　わからない　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　知っている　　　　　　②　少し知っている　　　　　　③　あまり知らない　　　　　　④　全く知らない　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　１か所だけ　　　　　　③　４か所以上　　　　　　②　２～３か所　　　　　　④　全く知らない　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　①　かかりつけ医（内科･外科・整形外科・脳神経外科 等）　　　　　　②　総合病院（精神科・心療内科 等）　　　　　　③　精神科病院　　　　　　④　精神科診療所（心療内科・クリニック）　　　　　　⑤　その他　　　　　　無回答
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ２０２０２０２０　　　　もしもしもしもし仮仮仮仮にににに，，，，あなたあなたあなたあなた自身自身自身自身がががが強強強強いいいいストレスストレスストレスストレスやややや不眠不眠不眠不眠，，，，そのそのそのその他精神的他精神的他精神的他精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，医療医療医療医療　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機関機関機関機関へへへへ受診受診受診受診するとしたらするとしたらするとしたらするとしたら，，，，次次次次のうちどののうちどののうちどののうちどの医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ受診受診受診受診するとするとするとすると思思思思いますかいますかいますかいますか                N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）255 21.2455 37.8160 13.3280 23.317 1.436 3.01203 100.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QQQQ２１２１２１２１　　　　精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，受診受診受診受診するするするする医療機関医療機関医療機関医療機関をををを決決決決めるめるめるめる場合場合場合場合のののの主主主主なななな理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか                  　（  　（  　（  　（複数回答複数回答複数回答複数回答）））） 　　　　　　　N=1,203人数（単位：人） 割合（単位：％）579 48.1543 45.192 7.6303 25.258 4.847 3.9

　　　　　　①　かかりつけ医（内科･外科・整形外科・脳神経外科 等）　　　　　　②　総合病院（精神科・心療内科 等）　　　　　　③　精神科病院　　　　　　④　精神科診療所（心療内科・クリニック）　　　　　　⑤　その他　　　　　　無回答　　　　　　合計
　　　　　　⑤　その他　　　　　　無回答
　　　　　　①　通院が便利（アクセスが良い）　　　　　　②　家族や知人等の評判　　　　　　③　予約制　　　　　　④　かかりつけ医などで相談しやすい
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                                                   「「「「勤労者勤労者勤労者勤労者ののののストレスストレスストレスストレスとととと対処法対処法対処法対処法」」」」についての実態調査 御協力のお願い  近年の厳しい経済情勢の中で，仕事や職業生活に関する強い不安，悩み，ストレスを感じている労働者が増加し，職場における心の問題，いわゆる「メンタルヘルス」への対応が大きな課題となっています。  このような状況の中，福山･府中地域保健対策協議会（※）では，健康増進計画委員会（うつ・自殺対策医療連携協議会）において，福山・府中二次保健医療圏域内（福山市・府中市・神石高原町）の事業所従業員の方を対象に，勤労者の方々のメンタルヘルス対策を検討するための基礎資料とすることを目的として，本調査を実施することとしました。  なお，この調査は，広島産業保健推進センターの協力を得て実施します。 各職場におかれましては，御多忙中，誠に恐縮ですが，この調査の趣旨を御理解いただき， 御協力をお願いいたします。                                回答は無記名で，統計的に処理し，個人が特定されたり，事業所ごとに集計することは一切ありません。  調査に関して御不明な点がありましたら，事務局までお問い合わせください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎調査に御協力いただく皆様に，次の資料を同封しておりますので，御活用ください ◇福山・府中地域の相談窓口，医療機関（精神科等）一覧「こころの健康」 ◇働きざかりに知ってほしい「睡眠とうつのこと」   ◇その他，事業所所在地を管轄する市町の相談窓口やリーフレット等 
 （※）「福山・府中地域保健対策協議会」とは，福山・府中二次保健医療圏域内の行政（県，市町），地区の保健・医療・福祉 関係団体（医師会，歯科医師会，薬剤師会，社会福祉協議会，老人福祉施設連盟等）で組織し，圏域内の保健・医療・福 祉を推進するために，これらに関する事項を総合的に調査・研究・協議し，必要な事業を実施推進することにより，福山・ 府中二次保健医療圏域住民の健康の保持・増進に寄与することを目的とした団体です。 
 

                                                           平成２４年９月 関 係 各 位 
                       福山・府中地域保健対策協議会                             健康増進計画委員会                          うつ・自殺対策医療連携協議会                              会 長  森 木  康 之                             【事務局】 広島県東部厚生環境事務所・保健所 福山支所 保健課 保健対策係 TEL 084-921-1311（内線 2413） FAX 084-928-7882 担当：串田・早川 

○ 回答用紙は 4ページ（両面 2枚）ありますので，最後までお答えください。 ○ 回答はマークシート方式ですので，当てはまる番号の○の中を黒く●塗りつぶしてください。 ○ 質問によっては，答えなくても良い番号もありますので，よく読みながら進んでください。 ○ 回答後は，回答用紙を同封のピンクの封筒に折折折折りりりり曲曲曲曲げげげげずにずにずにずに入れて，封をした上で，事業主の 方等にお渡しください。（近日中に，当方が回収に伺います） 

調査票 
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 ■    ｢｢｢｢勤労者勤労者勤労者勤労者ののののストレスストレスストレスストレスとととと対処法対処法対処法対処法｣｣｣｣についてのについてのについてのについての実態調査実態調査実態調査実態調査    1 この調査票は,従業員の方がご回答くださるようお願いします｡ 調査用紙は両面両面両面両面でででで 4444 ページページページページあります  この調査用紙調査用紙調査用紙調査用紙ははははマークシートマークシートマークシートマークシートになっています。丸めたり折り曲げたりしないでください。  塗りつぶしは ● が理想的ですが，● のように多少はみ出てもかまいません。  〇  や ④  や ③ は読めません。 しっかりしっかりしっかりしっかり中中中中までまでまでまで塗塗塗塗りつぶしてりつぶしてりつぶしてりつぶしてください。 2 回答は特に指示がない場合は，該当する選択肢を 1 つだけ選択し〇 や① のマークマークマークマークをををを塗塗塗塗りつぶしてりつぶしてりつぶしてりつぶしてください。 なお, ｢その他｣を選択された場合は, ( )内に具体的な内容等をご記入ください。 3 マークの塗りつぶしは, HB 以上の鉛筆鉛筆鉛筆鉛筆又は黒黒黒黒ののののボールペンボールペンボールペンボールペンでお願いします。 4 回答は，記入された日の現在の状況を記入してください。 5 この調査票に記載された事項については，統計以外の目的には使用しません。 6 この調査について，不明な点がありましたら,下記までお問い合わせください。 福山･府中地域保健対策協議会事務局   広島県東部保健所福山支所保健課 〒720-8511 福山市三吉町一丁目 1-1 電話番号 084-921-1311(内線 2413) ファックス 084-928-7882 (担当者:串田 早川) ⅠⅠⅠⅠ    あなたがあなたがあなたがあなたが働働働働いているいているいているいている事業所事業所事業所事業所とあなたとあなたとあなたとあなた御自身御自身御自身御自身のことについてのことについてのことについてのことについて    Ql Ql Ql Ql 性別性別性別性別     ① 男 ② 女     ● Q2 Q2 Q2 Q2 年齢年齢年齢年齢     ① 20 歳未満 ② 20-29 歳 ③ 30-39 歳 ④ 40-49 歳 ⑤ 50-59 歳  ●  ⑥ 60 歳以上  ● Q3 Q3 Q3 Q3 あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている事業所事業所事業所事業所のののの所在地所在地所在地所在地     ① 福山市 ② 府中市 ③ 神石高原町    ● Q4 Q4 Q4 Q4 あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている事業所事業所事業所事業所のののの業種業種業種業種     ○ 建設業 ○ 製造業 ○ 電気･ガス･ ○ 情報通信業 ○ 運輸・郵便業  ●       熱供給･水道業  ○ 卸売業，小売業 ○ 金融業,保険業 ○ 不動産業, ○ 学術研究,専門･ ○ 宿泊業,飲食  ●      物品賃貸業   技術サービス業   サービス業  ○ 生活関連 ○ 医療,福祉 ○ 教育,学習 ○ 複合サービス業 ○ サービス業   ●   サービス業,娯楽業    支援業    (他に分類されない)   ○ その他(                )     ● Q5 Q5 Q5 Q5 あなたがあなたがあなたがあなたが勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている事業所事業所事業所事業所のののの従業員数従業員数従業員数従業員数    ※1 つの敷地内にある工場や支社，支店を１単位としてその従業員数をお答えください 例えば,全社で 2000 人でも,所属の支店で 50 人の場合は 50 人として｢②｣を選択してください  ① 20-50 人未満 ② 50-100 人 ③ 101-200 人 ④ 201-300 人 ⑤ その他(              )  ● Q6 Q6 Q6 Q6 あなたのあなたのあなたのあなたの職種職種職種職種     ① 一般事務職(庶務,経理,企画,調査等)      ●  ② 専門技術職(保育士,看護師,教員,建築士,プログラマー等)     ●  ③ 生産労務職(生産部門,原材料加工,機械組立修理等)     ●  ④ 販売･サービス職(販売員,外交員,理美容師,調理人等)     ●  ⑤ 管理職(係長クラス以上※職場において部下を直接指揮監督する者)    ●  ⑥ その他(                                         )  ●  ● ● ● ● ● ■ 
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 ■    ⅡⅡⅡⅡ    悩悩悩悩みやみやみやみやストレスストレスストレスストレスにににに関関関関するするするすることについてことについてことについてことについて    Q7Q7Q7Q7    あなたはこのあなたはこのあなたはこのあなたはこの１１１１かかかか月間月間月間月間にににに日常生活日常生活日常生活日常生活でででで不満不満不満不満,,,,悩悩悩悩みみみみ,,,,苦労苦労苦労苦労,,,,ストレスストレスストレスストレスなどがありましたかなどがありましたかなどがありましたかなどがありましたか        あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１１１１つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① 大いにある ② 多少ある ③ あまりない ④ 全くない   ● 

                                      Q8Q8Q8Q8 へへへへ進進進進んでくださいんでくださいんでくださいんでください 【【【【上上上上のののの Q7Q7Q7Q7 のののの質問質問質問質問でででで「「「「①①①①    大大大大いにあるいにあるいにあるいにある」「」「」「」「②②②②    多少多少多少多少あるあるあるある」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】    Q7Q7Q7Q7----1 1 1 1 それはどのようなそれはどのようなそれはどのようなそれはどのような事柄事柄事柄事柄がががが原因原因原因原因ですかですかですかですか        当当当当てはまるてはまるてはまるてはまるものものものものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    
① 家庭問題(家族関係不和,子育て,家族の介護・看病 等)    ●  ② 健康問題(自分の病気,身体の悩み 等)    ●  ③ 経済生活問題(生活困窮,借金,浪費 等)     ●  ④ 男女問題(失恋,結婚,不倫 等)      ●  ⑤ 勤務問題(転勤,仕事の不振,職場の人間関係,長時間労働 等)    ●  ⑥ その他(                                         )  ● 【【【【全員全員全員全員のののの方方方方にににに】】】】 Q8Q8Q8Q8    あなたはあなたはあなたはあなたは,,,,悩悩悩悩みをみをみをみを抱抱抱抱えたときやえたときやえたときやえたときやストレスストレスストレスストレスをををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに,,,,誰誰誰誰かにかにかにかに相談相談相談相談したりしたりしたりしたり,,,,助助助助けをけをけをけを求求求求めたりすることにめたりすることにめたりすることにめたりすることに        ためらいをためらいをためらいをためらいを感感感感じますかじますかじますかじますか        あなたのあなたのあなたのあなたの考考考考えにえにえにえに最最最最もももも近近近近いものいものいものいもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① そう思う ② どちらかという ③ どちらかという ④ そうは思わない ⑤ わからない  ●   とそう思う   とそうは思わない QQQQ9999    あなたのあなたのあなたのあなたの悩悩悩悩みやつらいみやつらいみやつらいみやつらい気持気持気持気持ちちちちをををを受受受受けけけけ止止止止めめめめ,,,,耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けてくれるけてくれるけてくれるけてくれる人人人人はいますかはいますかはいますかはいますか     ① いる ② いない ③ わからない     ●                                                                                     QQQQ10101010    へへへへ進進進進んでくださいんでくださいんでくださいんでください    【【【【上上上上のののの QQQQ9999 のののの質問質問質問質問でででで「「「「①①①①    いるいるいるいる」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】    QQQQ9999----1 1 1 1     それはそれはそれはそれは誰誰誰誰ですかですかですかですか            当当当当てはまるてはまるてはまるてはまるものものものものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））     ① 同居親族(家族) ② 同居以外の親族 ③ 友人 ④ 職場の同僚等 ⑤ 近所の知人等  ●  ⑥ その他（                ）  ● 【【【【全員全員全員全員のののの方方方方にににに】】】】    Q10Q10Q10Q10    あなたあなたあなたあなたはははは,,,,次次次次のようなのようなのようなのような症状症状症状症状がほぼがほぼがほぼがほぼ毎日毎日毎日毎日 2222 週間以上続週間以上続週間以上続週間以上続いていますかいていますかいていますかいていますか        当当当当てはまるてはまるてはまるてはまるものものものものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    
① 眠れない又はいつも眠い    ●  ② 物事への興味が湧かず,何事も楽しめない    ●  ③ 気分が落ち込み憂うつな気持ちになる     ●  ④ 疲れた感じがする又は気力がない     ●  ⑤ 食欲がない又は食べ過ぎる    ●  ⑥ 自分には価値がない又は周囲に迷惑をかけていると感じる                              ● 

 ⑦ イライラして落ち着かない又はすべてにおいてゆっくりとしか考えられない  ●  ⑧ 生きていても仕方がないと感じる        ●  ⑨ 物事を決められない又は集中できない  ●   ● ● ● ● ●  ■ 
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 ■    Q11Q11Q11Q11    あなたのあなたのあなたのあなたのストレスストレスストレスストレス解消法解消法解消法解消法はははは何何何何ですかですかですかですか        あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））     ○ 運動する ○ 寝る ○ 食べる ○ 酒などを飲む ○ 外出(旅行等)する ●  ○ 買い物 ○ 人と話す ○ 賭けごと ○ 音楽を聴く ○ 趣味に打ち込む  ●  ○ ゴロゴロする ○ その他（                        ） ●        ⅢⅢⅢⅢ    うつにうつにうつにうつに関関関関するするするする意識意識意識意識についてについてについてについて    ※※※※    Q12Q12Q12Q12～～～～Q15Q15Q15Q15 にににに,,,,おおおお答答答答えいただくえいただくえいただくえいただく前前前前にににに,,,,次次次次のののの枠内枠内枠内枠内をおをおをおをお読読読読みくださいみくださいみくださいみください                                    Q12Q12Q12Q12    このようなこのようなこのようなこのような変化変化変化変化のいくつかがのいくつかがのいくつかがのいくつかが,2,2,2,2 週間以上続週間以上続週間以上続週間以上続くくくく場合場合場合場合,,,,うつうつうつうつ病病病病のののの可能性可能性可能性可能性があるということをがあるということをがあるということをがあるということをごごごご存知存知存知存知でしたかでしたかでしたかでしたか        あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１１１１つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① 知っている ② 少し知っている ③ あまり知らない ④ 全く知らない  ● QQQQ13131313    うつうつうつうつ病病病病のののの症状症状症状症状のののの多多多多くがくがくがくが,,,,服薬治療服薬治療服薬治療服薬治療やややや環境改善等環境改善等環境改善等環境改善等によってによってによってによって，，，，軽減軽減軽減軽減しししし治治治治癒癒癒癒するということをごするということをごするということをごするということをご存知存知存知存知ですかですかですかですか        あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの１１１１つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください        ① 知っている ② 少し知っている ③ あまり知らない ④ 全く知らない  ● QQQQ14141414    身近身近身近身近なななな家族家族家族家族やややや知人知人知人知人のののの「「「「うつうつうつうつ病病病病」」」」やややや「「「「うつうつうつうつ状態状態状態状態」」」」ののののサインサインサインサインにににに気付気付気付気付いたときいたときいたときいたとき,,,,医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ相談相談相談相談することをすることをすることをすることを        勧勧勧勧めますかめますかめますかめますか            あなたのあなたのあなたのあなたの考考考考えにえにえにえに最最最最もももも近近近近いものいものいものいもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① 勧める ② 勧めない ③ わからない    ●                     QQQQ11115555    へへへへ                進進進進んでくださいんでくださいんでくださいんでください    【【【【上上上上のののの QQQQ14141414 のののの質問質問質問質問でででで「「「「②②②②    勧勧勧勧めないめないめないめない」」」」「「「「③③③③    わからないわからないわからないわからない」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しましましましますすすす】】】】    QQQQ14141414----1 1 1 1     そそそそのののの理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか    あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    
 ① どこの医療機関を勧めればよいのかわからない    ●  ② どのように勧めればよいのかわからない  ●  ③ 実際にそうなってみないとわからない     ●  ④ その他(                  )    ●     QQQQ15151515    あなたがあなたがあなたがあなたが自分自身自分自身自分自身自分自身のののの「「「「うつうつうつうつ病病病病」」」」やややや「「「「うつうつうつうつ状態状態状態状態」」」」ののののサインサインサインサインにににに気付気付気付気付いたときいたときいたときいたとき,,,,医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ受診受診受診受診しようとしようとしようとしようと思思思思いますかいますかいますかいますか        あなたのあなたのあなたのあなたの考考考考えにえにえにえに最最最最もももも近近近近いものいものいものいもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① 思う ② 思わない ③ わからない    ●                     QQQQ16161616    へへへへ                進進進進んでくださいんでくださいんでくださいんでください    【【【【上上上上のののの QQQQ15151515 のののの質問質問質問質問でででで「「「「②②②②    思思思思わわわわないないないない」「」「」「」「③③③③    わからないわからないわからないわからない」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】     ● ● ● ● ●  ■ 

○○○○次次次次にににに挙挙挙挙げたげたげたげた症状症状症状症状はははは「「「「うつうつうつうつ病病病病」」」」やややや「「「「うつうつうつうつ状態状態状態状態」」」」ののののサインサインサインサインですですですです    
 【【【【自分自分自分自分がががが気気気気づくづくづくづく変化変化変化変化】】】】    何事にも興味が湧かない   疲れやすく元気がない   心配事が頭から離れず堂々めぐりする 寝つきが悪く朝早く目が覚める   人に会いたくなくなる   仕事の能率が悪くなる 自分を責める   気力,意欲,集中力の低下を自覚する   気分が沈む   食欲がない  【【【【周周周周りからりからりからりから見見見見てててて気気気気づくづくづくづく変化変化変化変化】】】】     表情が暗い  反応が遅い  付き合いが悪くなる  落ち着きがない  飲酒量が増える  仕事や家事の能率が低下しミスが増える  遅刻,早退,欠勤が増加する 涙もろい 
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                                                                                                        ■    【【【【前前前前ののののページページページページのののの Q15Q15Q15Q15 のののの質問質問質問質問でででで「「「「②②②②    思思思思わないわないわないわない」「」「」「」「③③③③    わからないわからないわからないわからない」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】    Q15Q15Q15Q15----1 1 1 1 そそそそのののの理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか        当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    
 ① どこの医療機関へ受診すればよいのかわからない    ●  ② うつ病で受診することに抵抗がある  ●  ③ 実際にそうなってみないとわからない     ●  ④ その他(                  )    ● ⅣⅣⅣⅣ    地域地域地域地域のののの社会資源社会資源社会資源社会資源についてについてについてについて Q16Q16Q16Q16    あなたあなたあなたあなたのののの職場職場職場職場ににににはははは,,,,精神的精神的精神的精神的なななな不調等不調等不調等不調等についてについてについてについて相談相談相談相談できるできるできるできる窓口窓口窓口窓口あるいはあるいはあるいはあるいは部署部署部署部署はありますかはありますかはありますかはありますか        当当当当てはまるてはまるてはまるてはまるものものものもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① ある ② ない ③ わからない   ● Q17Q17Q17Q17    あなたあなたあなたあなたのののの職場職場職場職場にはにはにはには,,,,精神的精神的精神的精神的なななな不調等不調等不調等不調等についてについてについてについて相談相談相談相談できるできるできるできる担当者担当者担当者担当者はいますかはいますかはいますかはいますか        当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください     ① いる ② いない ③ わからない   ● QQQQ18181818    もしもしもしもし仮仮仮仮にににに，，，，自分自身自分自身自分自身自分自身やややや家族家族家族家族，，，，知人知人知人知人などがなどがなどがなどが精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，おおおお住住住住まいのまいのまいのまいの市町等市町等市町等市町等においてにおいてにおいてにおいて，，，，        [[[[こころのこころのこころのこころの健康相談健康相談健康相談健康相談]]]]等等等等をををを無料無料無料無料でででで利用利用利用利用できることをできることをできることをできることを知知知知っていますかっていますかっていますかっていますか    当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください    
 ① 知っている ② 少し知っている ③ あまり知らない ④ 全く知らない  ● QQQQ19191919    強強強強いいいいストレスストレスストレスストレスやややや不不不不眠眠眠眠，，，，そのそのそのその他他他他，，，，精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに受診受診受診受診できできできできるるるる医療機関医療機関医療機関医療機関をををを何何何何かかかか所所所所ぐぐぐぐらいらいらいらい知知知知っていますっていますっていますっています        かかかか        当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください    
 ① 1か所だけ ② 2-3か所 ③ 4か所以上 ④ 全く知らない  ●                                                                                                                                         QQQQ20202020    へへへへ進進進進んでくださいんでくださいんでくださいんでください    【【【【上上上上のののの QQQQ11119999 のののの質問質問質問質問でででで②②②②    2222----3333 かかかか所所所所】「】「】「】「③③③③    4444 かかかか所以上所以上所以上所以上」」」」とととと答答答答えたえたえたえた方方方方にににに質問質問質問質問しますしますしますします】】】】    QQQQ11119999----1 1 1 1     そのそのそのその医療機関医療機関医療機関医療機関はははは次次次次のどれにのどれにのどれにのどれに該該該該当当当当しますかしますかしますかしますか            当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    
 ① かかりつけ医(内科･外科･整形外科･脳神経外科 等) ② 総合病院（精神科・心療内科 等） ●  ③ 精神科病院   ④ 精神科診療所(心療内科 クリニック） ⑤ その他（ ）  ● QQQQ20 20 20 20 もしもしもしもし仮仮仮仮にににに，，，，あなたあなたあなたあなた自身自身自身自身がががが強強強強いいいいストレスストレスストレスストレスやややや不不不不眠眠眠眠，，，，そのそのそのその他他他他，，，，精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ受診受診受診受診するするするする    としたらとしたらとしたらとしたら，，，，次次次次のうちどののうちどののうちどののうちどの医療機関医療機関医療機関医療機関へへへへ受診受診受診受診するとするとするとすると思思思思いますかいますかいますかいますか        当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるもの 1111 つだけつだけつだけつだけをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください    
 ① かかりつけ医(内科･外科･整形外科･脳神経外科 等) ② 総合病院（精神科・心療内科 等）  ●  ③ 精神科病院   ④ 精神科診療所(心療内科 クリニック） ⑤ その他（ ）  ● QQQQ21212121    精神的精神的精神的精神的なななな不調不調不調不調をををを感感感感じたときにじたときにじたときにじたときに，，，，受診受診受診受診するするするする医療機関医療機関医療機関医療機関をををを決決決決めるめるめるめる場合場合場合場合のののの主主主主なななな理由理由理由理由はははは何何何何ですかですかですかですか    当当当当てはまるものてはまるものてはまるものてはまるものすべてすべてすべてすべてをををを選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください（（（（複数回答可複数回答可複数回答可複数回答可））））    
① 通院が便利（アクセスが良い） ② 家族や知人等の評判  ●  ③ 予約制     ④ かかりつけ医などで相談しやすい ⑤ その他（ ）  ●      ごごごご協力協力協力協力いただきいただきいただきいただき，，，，ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。回収用封筒回収用封筒回収用封筒回収用封筒にににに入入入入れれれれ，，，，封封封封をしてごをしてごをしてごをしてご提出提出提出提出くださいくださいくださいください。。。。      ※なお，アンケートにお答えいただいた方自身や，家族，知人等のことでご相談になりたいことがありましたら  別紙の相談窓口のいずれかにご連絡ください。  ● ● ● ● ●  ■ 


